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北千住駅ビル「ルミネ」9階

03-3870-2061下記以外にも約 750講座を募集中！（予約が必要です）

2025年７月期受講者募集中 お問い合わせ・申し込み

漫画「孤独のグルメ」原作者　久住 昌之 シアーハッピネス健康促進部代表、モダンバレエ舞踊家
増田 晶子

ジョージアワイン生産者　本間 真理子 フラワー装飾１級技能士、Bright Leaves　明葉 チョコレートの専門家　島 雄嗣

　Tik Tokで話題の「ハッピネス
ダンス」が北千住で初開催です。
ダンスを認知症予防に活かしたい。
苦手だけどやってみたいという方に
オススメの講座です。

　現地生産者と苦楽を共にし
ながら無農薬、無添加のワイ
ンを作り、日本に紹介してきた
パイオニアならではの泣き笑い
の秘話をお話しします。

★7/21（月・祝）16:00～ 17:30
☆受講料4,070円（会員3,520円）維持費220円

★7/18（金）13:00～ 14:00
☆受講料3,300円 維持費220円

★７/30（水）13:00～15:00
☆受講料4,290円（会員3,740円）
　教材費1,320円 維持費220円

HPはこちらから

　アーティフィシャルや各々選
んだ貝などの材料を、グルーガ
ンを使って貯金箱にアレンジし
ていきます。※小学生以上対象。
10歳以下は要保護者同伴。

　漫画「孤独のグルメ」の原作者の久住昌之さんが、この１
年間で日本全国、北から南までのいろいろな土地を訪れ、そ
の場所で発見した風景や建築物、そして、そ
こで出会った食べ物などなど…。久住さんの
目線で切り取った情報を披露してもらいます。
「孤独のグルメ」のエピソードなども満載です。

★8/6（水）10:30～ 12:30
☆受講料2,750円
　教材費2,000円 維持費220円

千葉県立浦安南高等学校　教諭　橿村 豪紀
Fresh Air代表　佐野 郷美

★7/27（日）10:30～ 12:30
☆受講料2,750円 教材費2,200円
　維持費330円

　カカオ豆の状態から板チョコ
レートを作ります。夏休みの自
由研究にもおすすめです。※小学
生とその保護者が対象。

アトリエシュシュ主宰　新條 知子

★8/10（日）10:30～ 12:30
☆受講料2,750円
　教材費1,500円
　維持費220円

★8/13（水）11:00～13:00
☆保護者とお子様の二人一組　受講料4,950円
　教材費3,300円 維持費220円
お子様一人追加　受講料1,100円 維持費220円

　透明なガラスの器に色のついた砂をスプーンで
積み重ねて模様を作ります。自由工作にピッタ
リ！※幼児から大人まで対象。
６歳以下は要保護者同伴。

　ポケットに入るような小さな容器で「ミズクラ
ゲ」という東京湾で最もポピュラーなクラゲの幼
生を育てます。※小学生以上対象。小3までは要保
護者同伴。大人のみの参加も可。

久住昌之の新日本漫遊記公開

夏休みの手作り貯金箱公開

ポケットで育てる「Myクラゲ」公開 グラスサンドアート公開

親子で体験！カカオ豆からはじめるチョコレートづくり公開

昭和歌謡にあわせて楽しく踊る「ハッピネスダンス」公開

国際中医師・国際中医薬膳師　阿部 佐知子
　実力薬局100選に選ばれた北千
住仁生堂薬局が、夏のアンチエイ
ジングのための薬膳ドリンクとおや
つをご紹介します。
★8/11（月・祝）11:00～ 12:30
☆受講料4,180円
　（会員3,630円）
　教材費1,210円 維持費220円

薬膳で夏のアンチエイジング（酸梅湯と薬膳おやつ）公開 夏に楽しむジョージアワイン公開
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03-5647-4388FAX申込み

ネット通販お
申
し
込
み 電話申込み03-5647-4343

▶日にち指定ができますので、ご利用ください。

●お中元の場合は、お申し込みの時「お中元」とご記入ください。●お申し込みが多くなっています。お早目に！

2025お中元・帰省のお土産に

娘
を
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気
づ
け
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ユ
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こ
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に
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自分たちが描いた石材を護岸の隙間に埋めていく

各国のスイーツの屋台も人気

見頃のハナショウブを観賞する来場者

各
幼
稚
園
の
ブ
ー
ス
は
ど
こ

も
大
賑
わ
い

「自転車に鍵をかけよう！」（竹ノ塚駅東口で）

ユリの花壇の前で藤江さん（左）
と郡島さん

Information
ーインフォメーションー

◆六町ミュージアム・フローラ「涼花
展　松の木陰 月の可希」　山口華楊「松
上白雉」、上村松園「月可希図」など、
夏の涼を感じられる絵画を展示。ほかに
も林和子創作型染「舞扇百人一首」の作
品展示や向井潤吉、マリー・ローランサ
ンの描く「踊り子」コーナー、型絵染・
伊勢型紙の常設ギャラリーでも夏を演
出。▽開催中～７月31日㈭まで、11時～
17時（入館は16時30分まで）、日・月・
火曜休館、六町ミュージアム・フローラ
（六町２-５-35）。大人300円、学生・生
徒200円、中学生以下無料（小学生以下
は保護者同伴）。問合☎３８８５-７３３
３（六町ミュージアム・フローラ）
◆熱いエールと感動を！都内ケーブル
テレビ９社が抽選会から準々決勝まで、
高校野球を生中継！　約270校が参加し
た抽選会が終了し、５日から「東・西東
京大会」が始まる高校野球。明治神宮野
球場の開幕戦から準々決勝までを、実況
付きで生放送。中継した日の21時からは
当日の試合のダイジェストも放送する。
高校球児の夏の激闘を応援しよう！

◆竹の塚あかしあの杜2025地域交流イ
ベント「知ろう！楽しもう！あかしあの
杜！　＃工作　＃福祉体験」　障がい者
支援施設が開催する、地域の皆で楽しむ
イベント。筆も水も使わず短時間で作品
が完成するパステルを使ったアートや指
文字しおり作りなどの工作体験、協力施
設によるパンや焼き菓子、雑貨が並ぶ
「ふくしマルシェ」、たこ焼き、飲み物、
かき氷のほか、スタンプラリーや正解す
るとお菓子がもらえるクイズも楽しめ
る。工作体験やかき氷は無料で提供。▽
７月24日㈭10時～14時30分、竹の塚あか
しあの杜（竹の塚７-19-11）。参加費無料、
どなたでも。問合☎５６５４-７７３１
（竹の塚あかしあの杜）
◆ＪＡふれあいまつり　2017年にオー
プンした「あだち菜の郷」（農産物直売
所）。今年はＪＡふれあいまつりとあわ
せて、オープン８周年記念イベントも開
催。通常よりも多くの新鮮野菜が販売さ
れ、射的やストラックアウトなどのプチ
縁日、キッチンカーやブースで軽食も味
わえる。また、農産物の品質向上を目的
に区内農業者が各々の技術を競い合う
「第57回足立区農産物共進会」も開かれ、
審査後には一般観覧や出品された野菜・
花の販売も（売切れ次第終了）。▽７月
５日㈯まつり＝10時～、共進会観覧＝11
時～（販売は13時～）、ＪＡ東京スマイ
ル農業協同組合足立支店敷地内イベント
広場（中央本町１-４-３）。小雨決行、
入場無料、どなたでも。当日は敷地内駐
車場が使えないため、公共交通機関の利
用を（東武スカイツリーライン「梅島」
駅より徒歩７分、都営バス「都立足立高
校前」下車徒歩２分）。問合☎３８８７-
７５０１（ＪＡ東京スマイル足立支店）
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あ
り
が
た
い
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
私
立
幼

稚
園
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
期
待
す
る
。
入
場
者
数
約

２
０
０
０
人
。

道
子
さ
ん
（
48
）
が
、

６
年
ほ
ど
前
か
ら
難
病

に
。
「
娘
を
元
気
づ
け

る
た
め
に
も
、
き
れ
い

な
ユ
リ
の
花
を
見
せ
て

あ
げ
た
い
」
と
手
入
れ

に
も
熱
が
入
る
。
「
毎

年
き
れ
い
な
花
を
見
せ

て
く
れ
て
、
父
に
感
謝

で
す
」
と
郡
島
さ
ん
は

花
壇
の
前
で
笑
顔
を
見

せ
る
。

に
ユ
リ
の
花
が
見
事
咲
き
誇

っ
て
い
た
。
こ
の
花
壇
を
管

理
す
る
の
は
、
同
住
宅
に
住

む
藤
江
博
文
さ
ん
（
82
）
。

15
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
ユ
リ

を
育
て
て
い
る
。

　
藤
江
さ
ん
の
実
娘
の
郡
島

た
。
チ
ラ
シ
の
配
布
に
は
、

母
の
会
、
渕
江
高
校
の
生
徒

ら
も
手
伝
っ
た
。

　
早
川
一
日
署
長
は
「
自
転

車
は
、
私
に
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
さ
せ
て
く
れ
た
大
切
な

も
の
。
短
時
間
で
も
自
転
車

を
離
れ
る
時
は
、
鍵
を
か
け

る
こ
と
を
習
慣
に
し
て
欲
し

い
」と
訴
え
た
。ま
た
、「
盗

難
自
転
車
が
、
空
き
巣
の
下

見
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯

罪
に
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
盗
ま
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
村

田
署
長
は
話
し
て
い
た
。

り
の
体
験
は
、
と
て
も
人
気

が
あ
っ
た
。
女
の
子
３
人
組

は
「
満
足
！
」
と
嬉
し
そ
う

だ
っ
た
。
ま
た
、
埋
め
込
ん

だ
石
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮

る
人
た
ち
も
多
く
い
た
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
花
畑
川

環
境
整
備
事
業
が
始
ま
り
、

「
身
近
な
自
然
と
し
て
の
河

川
」「
暮
ら
し
の
中
の
河
川
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て

の
河
川
」
の
３
つ
の
整
備
方

針
の
も
と
、
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

①
「
第
９
回
千
住
落
語
」

入
場
券
を
２
人
に
　
千
住
大

橋
に
巨
大
な
鯉
と
亀
が
い
て

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
―
今
回

は
千
住
に
ま
つ
わ
る
２
つ
の

昔
話
を
ア
レ
ン
ジ
。
大
き
な

緋
鯉
と
大
き
な
亀
が
川
の
中

で
何
や
ら
と
ん
で
も
な
い
こ

と
を
…
!?
出
演
は
春
風
亭
柏

枝
、
笑
福
亭
ち
ず
光
。
▽
８

月
３
日
㈰
14
時
30
分
開
演

（
14
時
開
場
）
、
旭
町
自
治

会
セ
ン
タ
ー
（
千
住
旭
町
29

‐
５
）
。
定
員
40
人
（
未
就

学
児
は
入
場
不
可
）
、
全
席

自
由
（
椅
子
席
）
、
木
戸
銭

（
税
込
、
当
日
支
払
い
）
＝

高
校
生
以
上
２
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
０
円
。

申
込
み
＝
Ｈ
Ｐ
か
電
話
、
メ

ー
ル
で
。
申
込
・
問
合
＝

https://yaccha.
localinfo.jp/

　
ま
た
は

☎
０
８
０
‐
５
４
２
６
‐
７

２
３
８（
10
〜
17
時
、藤
井
）

teamyaccha@gmail.
com②

Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
―
Ｊ
女
子
プ

ロ
レ
ス
「
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
２
０
２
５ PURE-

J8th Anniversary

」

指
定
席
Ｂ
券
を
５
組
10
人
に

　
参
戦
選
手
、
対
戦
カ
ー
ド

等
は
決
定
次
第
Ｈ
Ｐ
（
「
Ｐ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
―
Ｊ
」
で
検
索
）
で

発
表
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

を
。▽
８
月
11
日（
月
・
祝
）

11
時
30
分
試
合
開
始
（
10
時

45
分
開
場
）
、
後
楽
園
ホ
ー

ル
（
Ｊ
Ｒ
「
水
道
橋
」
駅
西

口
徒
歩
３
分
）
。
前
売
＝
Ｒ

Ｓ
席
７
０
０
０
円
、
ス
ー
パ

ー
シ
ー
ト
６
５
０
０
円
、
指

定
Ａ
５
５
０
０
円
、
指
定
Ｂ

４
５
０
０
円
。
18
歳
以
下
指

定
席
の
み
１
０
０
０
円
。
Ｆ

Ｃ
５
０
０
円
引
、
障
が
い
者

割
引
あ
り
（
付
き
添
い
を
含

む
２
枚
ま
で
１
０
０
０
円

引
、
障
が
い
者
手
帳
要
）
。

イ
ー
プ
ラ
ス
、
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
―

Ｊ
女
子
プ
ロ
レ
ス
な
ど
で
絶

賛
発
売
中
！
申
込
・
問
合
☎

５
８
４
９
‐
２
３
４
１
（
Ｐ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
―
Ｊ
女
子
プ
ロ
レ
ス
）

【
応
募
】
は
が
き
に
、
〒
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
希

望
番
号
を
明
記
し
て
、
〒
121

‐
０
８
３
１
足
立
区
舎
人
２

‐
２
‐
26
足
立
よ
み
う
り
新

聞
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
。
７

月
16
日
㈬
到
着
分
ま
で
。

140種のハナショウブ
しょうぶまつり＆世界の食広場

ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
が
大
人
気

花
畑
川
の
底
を
歩
く

早
川
優
衣
さ
ん
一
日
署
長

竹
の
塚
警
察
、自
転
車
盗
防
止

皮
膚
・
粘
膜
・
血
液
が
潤

い
、
血
流
改
善
で
心
臓
や

脳
へ
の
負
担
も
軽
減
し
ま

す
。

　
生
脈
散
で
夏
を
元
気
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！
　

店
頭
に
て
試
飲
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
薬
膳
で
夏
の
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
」

　８
月
11

日
（
月
・
祝
）
よ
み
う
り

カ
ル
チ
ャ
ー
北
千
住
（
北

千
住
ル
ミ
ネ
８
階
）
で
薬

　
「
飲
む
点
滴
」
と
呼

ば
れ
る
生
脈
散
は
人

参
、
麦
門
冬
、
五
味
子

が
配
合
さ
れ
た
、
夏
バ

テ
予
防
に
も
っ
て
こ
い

の
漢
方
薬
で
す
。

　
汗
と
暑
さ
で
失

わ
れ
た
体
の
潤
い

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

人
参
と
麦
門
冬
が

補
う
こ
と
で
血
脈

を
活
き
活
き
と
巡

ら
せ
、
心
肺
機
能

を
高
め
て
疲
れ
を
取
り

ま
す
。
五
味
子
の
収
斂

作
用
で
潤
い
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
逃
さ
ず
体
内
に

キ
ー
プ
し
、
消
耗
を
抑

え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
体
の
保
水

機
能
も
高
ま
る
の
で
、

膳
講
座
を
開
催
し
ま
す

（
下
記
参
照
）
。

　
台
湾
や
中
国
の
夏
の

定
番
ド
リ
ン
ク
、
甘
酸

っ
ぱ
く
て
お
い
し
い
酸

梅
湯
と
薬
膳
お
や
つ
を

ご
紹
介
し
な
が
ら
、
薬

膳
の
考
え
方
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま

す
。
参
加
お
申
し

込
み
は
、
よ
み
う

り
カ
ル
チ
ャ
ー
北

千
住
（
０
３
―
３

８
７
０
―
２
０
６

１
）
ま
で
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３

http://www.jinseido.co.jp Twitter

＜第１３０話＞

生
脈
散
で
夏
を
乗
り
切
る
！

し
ょ
う
み
ゃ
く
さ
ん

96

多
田
文
夫

じ
ま
す
。
い
ま
で
は
通
勤
電
車
の
最
高
速
度

を
誇
っ
て
い
る
こ
と
や
三
セ
ク
鉄
道
で
黒
字

化
の
優
等
生
と
い
う
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　
こ
の
Ｔ
Ｘ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ラ
ー
が
二
つ

あ
り
、一
つ
が「
紺
青
色
」と
あ
っ
た
の
で
、

「
紫
峰
」
が
由
来
か
と
思
っ
た
ら
、
鉄
道
の

安
全
性
と
信
頼
性
を
表
現
し
て
い
る
と
あ

り
、
思
い
違
い
で
し
た
。

■
親
し
ま
れ
た
「
筑
波
山
」
　
足
立
区
内
の

小
学
校
の
校
歌
に
は
、
し
ば
し
ば
筑
波
山
が

登
場
し
ま
す
。
関
東
平
野
の
北
北
東
に
遠
望

で
き
る
二
つ
の
峰
が
特
徴
的
な
山
で
す
。
い

ま
で
は
ビ
ル
の
屋
上
駐
車
場
や
橋
を
渡
る
と

き
高
い
建
物
の
向
こ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。

高
い
建
物
が
少
な
か
っ
た
頃
は
、
も
っ
と
多

く
の
場
所
で
、
そ
の
姿
が
見
え
て
親
し
ま
れ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。江
戸
の
人
々
も「
西

の
富
士
、
東
の
筑
波
」
と
対
比
し
風
景
画
に

も
数
多
く
遠
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

高
さ
八
七
七
ｍ
、
八
溝
山
地
の
南
端
に
あ
っ

て
、
東
京
か
ら
だ
と
独
立
峰
に
見
え
ま
す
。

成
り
立
ち
は
富
士
山
の
よ
う
な
火
山
で
は
無

く
隆
起
に
よ
る
と
の
こ
と
で
す
。

■
紫
の
峰
　
山
に
は
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
が
あ

り
、
前
回
紹
介
し
た
富
士
山
な
ら
山
体
の
青

「
紫
峰
」と
な
っ
た
筑
波
山

と
雪
の
白
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
は
筑
波

山
は
？
と
思
っ
て
調
べ
る

と
「
紫
峰
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
（
茂
野
智

大「『
紫
峰
』の
淵
源
」）。

言
葉
が
登
場
し
た
の
は
一
九
〇
一
年
、
明
治

時
代
の
こ
と
で
し
た
。
「
紫
」
と
筑
波
山
が

つ
な
が
り
始
め
た
江
戸
時
代
の
絵
を
確
認
す

る
と
、
浮
世
絵
な
ど
で
は
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し

て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
は
っ
き
り
色
で

表
現
し
た
筑
波
山
は
少
な
い
の
で
す
が
、
挿

図
の
歌
川
国
芳
の
浮
世
絵
で
は
紫
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

■
Ｔ
Ｘ
二
〇
年
　
筑
波
と
い
え
ば
も
う
一

つ
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
が
今

年
八
月
に
開
業
二
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
「
え

っ
？
も
う
そ
ん
な
に
」
と
思
い
ま
し
た
。
計

画
段
階
の
「
常
磐
新
線
」
と
い
う
言
葉
も
消

え
て
い
き
、
六
町
駅
や
青
井
駅
の
周
辺
は
風

景
が
ど
ん
ど
ん
変
っ
て
い
き
時
の
流
れ
を
感

江
戸
時
代
か
ら
徐
々
に
紫
の
表
現
が
散
見
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
筑
波
山
を
「
紫
峰
」
と
し
た

国芳「東都宮戸川之図」（ＣＯＬＢＡＳＥ
より）タイトルの宮戸川は隅田川の異称。

山
開
き
街
に
小
さ
き
富
士
の
あ
り
　
　
松
永
　
京
子

【
評
】富
士
山
は
毎
年
七
月
一
日
が
山
開
。作
者
の
住

む
街
中
か
ら
も
遠
く
小
さ
な
富
士
が
見
え
て
、
若
い

頃
登
山
し
た
思
い
出
を
胸
に
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

私
も
北
千
住
か
ら
西
新
井
行
き
の
バ
ス
の
窓
で
見
た
。

紫
陽
花
の
花
の
見
頃
の
散
歩
か
な
　
　
小
嶋
テ
ル
子

薔
薇
園
や
今
朝
も
仲
間
と
体
操
す
　
　
大
羽
ミ
ツ
江

片
陰
の
高
い
塀
越
し
人
の
こ
ゑ
　
　
　
鵜
澤
日
出
雄

補
助
輪
を
外
し
乗
る
児
へ
初
夏
の
風
　
加
藤
　
欣
一

古
井
戸
の
中
に
育
ち
し
雪
の
下
　
　
　
鴫
原
千
代
子

紫
陽
花
の
毬
立
ち
上
が
る
雨
の
中
　
　
中
島
と
し
子

左
手
の
団
扇
右
手
の
王
手
か
な
　
　
　
山
﨑
　
勝
久

梅
雨
空
の
沖
縄
に
来
て
気
の
晴
れ
ず
　
内
野
　
哲
郎

つ
れ
ず
れ
の
心
和
ま
す
花
菖
蒲
　
　
　
鈴
木
　
一
由

新
茶
入
れ
亡
き
父
母
偲
ぶ
昼
下
り
　
　
岡
崎
　
良
一

割
ば
し
に
墨
つ
ぎ
描
く
吉
字
草
　
　
　
早
川
賀
世
子

万
緑
を
押
し
上
げ
上
が
る
昇
降
機
　
　
佐
久
間
房
江

初
節
句
今
朝
の
チ
ラ
シ
で
折
る
兜
　
　
田
口
　
　
修

八
キ
ロ
の
梅
の
重
さ
の
リ
ュ
ッ
ク
か
な
松
本
　
政
女

青
梅
を
貰
ふ
今
年
の
二
ツ
三
ツ

　
　
　選
　者
　吟

　
【
応
募
要
項
】
　
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
‐
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
‐
２
‐
26
　
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
７
月
15
日
㈫
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

青
山

　丈

　選

栞
同
人

壇壇
俳俳

次
号
は
８
月
１
日（
金
）発
行

○
新
規
広
告
は
！
☎
５
６
４
７
・
４
３
４
３
◆日々の情報は

X（旧Twitter）


